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	　通常開館時間�
	●　学生の長期休暇中の土曜日、事務課閉室の�　　 土曜日、日曜日、国民の祝日、お盆休み、年末�     年始、大学で定める休日��●　その他臨時休館日�
	入館の際、ゲートを開けるため　学生証�が必要となります。 
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	開架書架から自由に選び、利用できます。�利用後は図書館カウンターへ戻してください。�現在、感染症拡大防止対策として、職員が消毒を�して配架棚に戻しています。��(但し、視聴覚資料は受付カウンターにおいて所定の手続きを受けてください。)
	貸出冊数　　３冊以内�貸出期間　　２週間以内��
	借りた本人が貸出期間中に、直接受付�カウンターの図書館員に�返却してください。
	希望する図書が貸出中の場合、学生証を提出し、受付カウンターで所定の手続きで予約をすると、返却された図書を優先的に利用できます。予約取り置き期間は図書が返却されてから1週間以内です。�1週間を過ぎると予約は解除されます。予約件数は、3件まで可能です。
	図書館に所蔵されていない図書を所定の様式で購入申請できます。
	館内に設置されている検索用パソコンで所蔵図書を探すことができます。�利用方法がわからない時は受付カウンターに尋ねてください。
	本学図書館に所蔵していない資料を�他大学に参照・取寄せ・複写をすることができます。利用については、受付カウンターに申し込んでください。費用は実費負担となります。�(他大学図書館の都合により利用不可な場合もあります。）
	個人のノート型パソコン等を持ち込み、学内有線�LANに接続し、インターネットを利用することができ�ます。また、図書館は無線LAN環境です。
	本学所蔵のビデオやDVD等の視聴覚資料を視聴することができます。利用を希望する場合は、学生証を提出して受付カウンターに申込んでください。
	資料の探し方や、検索PCの利用方法等、�その他図書館の利用に�関して不明なことは、�受付カウンターに相談して�ください。
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	（1）入館・図書の貸出には、学生証が必要となるため、必ず携帯してください。（2）図書を汚損、破損、忘失したときは、受付カウンターに直ちに届け出てくだ　　　�　　　　さい。その状況により弁償を求めることがあります。		�（3）館内において喫煙、飲食を厳禁とします。また、携帯電話による�　　　　通話、音読、私語等、他の利用者の迷惑になるような行為を禁止　　�　　　　します。守らない場合は退出して頂きます。		�（4）所持品は、各自責任を持って管理し、貴重品は常時携帯してください。（5）貸出手続きをせずに図書を持ち出すと、アラームが鳴り、ゲート�　　　　が開かないため、必ず所定の手続きを受けてください。		�（6）借りた図書の転貸借は、禁止します。

